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はじめに

　目と耳の両方に障害を併せもつ盲ろう者は、他者とのコミュニケーションや情報の取得に著しい困難を抱えています。こうした困難を解消する有効な手段の一つとして、情報機器の活用が挙げられます。中でも「ブレイルセンス」に代表される点字情報端末は、重度の視覚及び聴覚障害を併せもつ盲ろう者でも、点字の読み書きができれば、メールやインターネットをすることが可能です。しかしながら、盲ろう者がブレイルセンスの操作方法を習得するためには、多くの時間と、適切な指導が不可欠です。
　そこで、当協会が行っている「盲ろう者向け情報機器指導者養成研修会（点字ユーザー向け指導者コース）」で用いたテキスト、『ブレイルセンスU2 指導者向け操作マニュアル』を、一般公開することといたしました。
　内容としましては、ブレイルセンスの基本的な操作手順を紹介した「盲ろう者向け操作マニュアル編」、及びブレイルセンスの設定やメンテナンス、アフターフォローについて解説した「指導者向け操作マニュアル編」の２部構成となっております。
　なお、本マニュアルは、日本国内におきますブレイルセンスの販売元である有限会社エクストラ社から配布されました、ファームウェアVersion 8.5（2016.07.04版）を適用した、ブレイルセンスU2及びU2ミニを使用し、編集しました。このファームウェアバージョンとは異なる機器をお使いの場合、本マニュアルの掲載内容とは異なる表示、動作をする可能性がありますので、予めご承知おきください。
　盲ろう者にブレイルセンスを指導する方々にとって、本マニュアルが役立つことを願っております。
社会福祉法人　全国盲ろう者協会
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●凡例
［エンター］・・・・・・・・・・エンターキーを押す
［スペース］＋［１］・・・・・・スペースキーと点字キーの１の点を同時に押す。
［エンター］＋［４・５・６］・・エンターキーと点字キーの４・５・６の点を同時に押す。
［ｅ（ラ）］・・・・・・・・・・ 点字キーで英語点字のｅ（日本語点字ではラ）を押す。
＜ファイル管理 f＞・・・・・・・＜ ＞で括ってある文字列はブレイルセンスに表示され　るメニュー項目やメッセージを指す。
［上スクロール］［下スクロール］
　・・・・・・・・・・・・・・・左右どちらのスクロールキーでも使えることを指す。
［右上スクロール］［左上スクロール］［右下スクロール］［左下スクロール］
・・・・・・・・・・・・・・・・左右のスクロールキーを使い分けて使うことを指す。

●［スクロール］キーについて
　本研修会では、［左上下スクロール］は＜行移動＞機能に、［右上下スクロール］は＜行
スクロール＞機能に設定して操作することを推奨している。
　スクロールキーの割り当て（設定）方法や詳しい説明は「２ 基本操作」の「●［スクロ
ール］キーの割り当てについて」（P14）と「７ オプション設定」（P30）を参照されたい。
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第１部
～ 盲ろう者向け操作マニュアル編 ～








(1) キーの配列
　操作キーの配列はU2とU2ミニ共通です。

1
2
3
4
5
6
バックスペース
エンター
スペース
上スクロール
下スクロール
上スクロール
下スクロール
F1
F2
F3
F4


←
タッチカーソル


［スペース］ … 中央にある横長のキー。
［点字キー］ … ［スペース］の上部に左右３個ずつある縦長のキー。
［エンター］ … 一番右の縦長のキー。
［バックスペース］ … 一番左の縦長のキー。
［ファンクション］ … ［スペース］をはさんで左右２個ずつある横長のキー。
　　　　　　　　　　　左から［Ｆ１］ ［Ｆ２］ ［Ｆ３］ ［Ｆ４］。
［スクロール］ … 点字ディスプレイの左右に２個ずつあるキー。上が［上スクロール］、　　　下が［下スクロール］。
［タッチカーソル］ … 点字表示部の上にある小さなキー。点字の各マスの上にあるので、　U2は32個、U2ミニは18個ある。

(2) 点字キーについて
　ブレイルセンスはパーキンス方式で入力します。
左手 … 人差し指が［ １ ］の点、中指が［ ２ ］の点、薬指が［ ３ ］の点
右手 … 人差し指が［ ４ ］の点、中指が［ ５ ］の点、薬指が［ ６ ］の点
１
２
３
４
５
６


(3) ファンクションキーの役割
［Ｆ１］ … スタートボタン（メインメニューが開きます。［Ｆ１］を押したときの表示は
　　　　　＜ファイル管理＞となります）
［Ｆ２］ … Alt（メニューを表示させるときに押します）
［Ｆ３］ … Tab（ダイアログ内での項目間を移動するときに押します）
［Ｆ４］ … Esc（現在の操作を取り消したいときに押します）

スタート
Alt
Tab
Esc
F1
F2
F3
F4




(4) 電源スイッチ
　電源スイッチは本体の前面の一番右にあります。電源スイッチを右方向に引っ張ってはなすたびに、電源をオン／オフに切り替えることができます。


(5) キーロックスイッチ
　　キーロックスイッチは以下の３段階に切り替えることができます。
Lock …  キーロック。
　　　　 キーが物などにぶつかりブレイルセンスが誤動作してしまわないよう、すべてのキーを無効にします。ブレイルセンスをカバンの中に入れて持ち運ぶ時など便利です。
Audio … 点字キーロック。
　　　　 前面にあるオーディオボタンだけ有効になり、点字キーをはじめとした上面にある
キーは無効になります。 音楽などの音響データを聴きたい時で上面のキーによる
誤動作を防ぐ時に使います。盲ろう者はほとんど使いません。
Unlock … キーロック解除。
すべてのキーが有効になります。
キーロックスイッチの位置は、U2とU2ミニで異なっています。

a）U2
　キーロックスイッチは本体の右側面の一番奥にあります。
一番手前がLock（キーロック）、中央がAudio（点字キーロック）、一番奥がUnlock（キーロック解除）です。

b）U2ミニ
　キーロックスイッチは本体の左側面の手前にあります。
一番手前がUnlock（キーロック解除）、中央がAudio（点字キーロック）、一番奥がLock（キーロック）です。


(6) リセットボタン
　リセットボタンを押すことでブレイルセンスを強制的に再起動させることができます。
· この時、編集中の文書があると、その文書は消えてしまいますので注意が必要です。

a）U2
　

U2のリセットボタンは、背面の一番左側にあります。（写真は後ろから撮っているので右側になっています）
b）U2ミニ


　U2ミニのリセットボタンは背面の少し右寄りにあります。（写真は後ろから撮っているので左寄りになっています）



(1) 起動
①キーロックスイッチを、U2は一番奥側、U2ミニは一番手前側にし、キーロックを解除。
②電源スイッチを右にスライドさせ電源を入れる。
　→　点字ディスプレイに点字が表示される。

(2) 終了
①電源スイッチを右にスライドさせ電源を切る。
　→　点字ディスプレイの点字表示が消える。
②キーロックスイッチを、U2は一番手前側、U2ミニは一番奥側にし、キーロックする。

(3) 音声のオン／オフ
［バックスペース］＋［Ｆ２］
初期設定では、操作の状態を音声読み上げするように設定されています。音声の読み上げを行いたくないときは、［バックスペース］＋［Ｆ２］キーを押します。もう1度同様の操作を行うと音声読み上げが行われます。このように、［バックスペース］＋［Ｆ２］キーを押すたびに、音声のオン/オフが交互に切り替えることができます。

(4) 画面表示のオン／オフ
［エンター］＋［４・５・６］
初期設定では、本体の液晶画面にはなにも表示されません。操作の状態を液晶画面に表示したいときは、［エンター］＋点字キーの［４・５・６］の点のキーを押します。［エンター］＋［４・５・６］の点のキーを押すたびに、画面表示は＜オン＞＜（全て）ライティング＞＜オフ＞に切り替わります。

(5) プログラムの選択と起動
①ブレイルセンスの電源を入れる。 → 点字ディスプレイにプログラムの名前が表示される。
②［上スクロール］または［下スクロール］でプログラムを選ぶ。
③［エンター］を押す。
●補足
　メインメニューの一番上が＜ファイル管理＞、一番下が＜ヘルプ＞です。＜ファイル管理＞で［上スクロール］を何回押しても＜ファイル管理＞のまま表示は変わりません。同じように、＜ヘルプ＞で［下スクロール］を何回押しても＜ヘルプ＞のまま表示は変わりません。
(6) プログラムの終了
プログラムの中にいる状態で、［スペース］＋［ｚ（マ）］を押す。
→　プログラムが終了し、メインメニューのプログラム名に表示が戻る。

(7) 文字入力の入力モード切り替え
①［Ｆ１］＋［Ｆ３］を押すと＜英語＞か＜日本語変換＞どちらかが表示される。
②＜日本語変換＞を選択したい時は［Ｆ１］＋［Ｆ３］を何度か押し、＜日本語変換＞が表示されたら、そのまま数秒待つ。
→　元の表示に戻る。
③［Ｆ２］＋［Ｆ４］を押すと、＜英語＞ ＜英語全角＞ ＜日本語＞ ＜日本語変換＞の四つが選択できる。

(8) 日本語変換の入力について
　点字キーでかな点字を入力し［エンター］を押すとひらがなで確定されます。
　点字キーでかな点字を入力し［スペース］を押すと漢字変換候補が表示されます。さらに［スペース］を押すと次の漢字変換候補が表示されますので、正しい漢字を選択します。［エンター］を押すと選択された漢字で確定されます。

(9) 英語入力について
　入力モードを＜英語＞に切り替えてください。英語点字（外字符や外国語引用符は不要）で入力できます。
　日本語変換で入力したいときは、入力モードを＜日本語変換＞に切り替える必要があります。

(10) 日本語かな入力について
日本語のかなを直接入力することができます。［Ｆ２］＋［Ｆ４］を何度か押し＜日本語＞を選択してください。

(11) バッテリー残量の確認
①［スペース］＋［１・６（カ）］を押してバッテリー残量を確認する。
②［Ｆ４］を押す。　→　元の表示に戻る。
　10％以下になったら充電するようにしてください。


(12) 時計の表示
時計を表示する方法　［スペース］＋［ｔ（ト）］を押して時刻を確認する。
時計表示を消す方法　［Ｆ４］

(13) インターネット接続の状態を確認する
①モバイルルーター（Y!MOBILEなど）を使う場合はモバイルルーターの電源を入れる。
②メインメニューを表示した状態で、［スペース］＋［ｎ（ツ）］を押しネットワーク状態を確認する。
　→　＜状態：オンライン＞と表示されれば通信ができている状態。
③［Ｆ４］を押してメインメニューに戻る。

●［スクロール］キーの割り当てについて
研修会では、［左上下スクロール］は＜行移動＞機能に、［右上下スクロール］は＜行スクロール＞機能に設定して行います。研修会テキストの「３ 電子メール」から「６ 乗り換え検索」の操作手順も、このキーの割り当てを元に書いてあります。
理由は、パソコン研修会の委員会として、この［スクロール］の割り当てを推奨しているからです。
テキストの表記に［上スクロール］［下スクロール］とあるのは、左右どちらのスクロールキーでも使えるという意味です。［右下スクロール］や「左下スクロール」とある場合は、左右のスクロールキーを使い分けてください。
スクロールキーの割り当て（設定）方法や詳しい説明は「７ オプション設定」（P30）を参照してください。

















この研修会ではスクロールキーは次のように設定しています。（講師が推奨している使い方）
行スクロール・上
行スクロール・下
行移動・上
行移動・下




(1) メールの受信
①メインメニューで［下スクロール］を押し＜電子メール＞に移動する。
②［エンター］を押す。　→　受信メールがない時は＜メールがありません＞と表示される。
　　　　　　　　　　　　　　受信メールがある時はタイトル一覧が表示される。
③［エンター］＋［ｎ（ツ）］を押す。
→　＜アカウント名?  メール 1/1＞と表示される。（注）
④［エンター］を押す。
⑤メールが受信されると自動的にタイトル一覧に戻る。
→　＜未読 タイトル：（タイトル）＞と表示される。
　※受信メールがないときは＜アカウント名? メール 1/1＞に戻る。
→　タイトル一覧に戻るには［Ｆ４］を押す。
（注）＜アカウント名?  メール 1/1＞の＜メール＞のところはメール設定によって変わるので注意。

(2) タイトル一覧の操作
　ここでは５通のメールを受信した場合で説明します。

a）タイトル一覧の表示
　＜タイトル：（タイトル）2/5＞のように表示されます。＜2/5＞とは全部で５通のメールがあり、その内２番目のメールのタイトルを表示しているという意味です。
　未読の場合、点字ディスプレイの１マス目に３・６の点が表示されますが、これは未読マークです。
タイトルに未読マークがない場合は、そのメールはすでに読んだことを意味します。

b）古いメールへ移動
　［上スクロール］を押すと、送信日時が古いメールへひとつずつ移動します。メール番号＜1/5＞が最も古いメールです。

c）新しいメールへ移動
　［左下スクロール］を押すと、送信日時が新しいメールへひとつずつ移動します。メール番号＜5/5＞が最も新しいメールです。


(3) 本文を読む
①読みたいメールのタイトルに移動。
②［エンター］を押す。　→　＜本文：（文章）＞と表示される。
③［右下スクロール］を押して文章を読む。文章を読み返すときは［右上スクロール］を押す。
④［Ｆ４］でタイトル一覧に戻る。

(4) 送信日時を確認する
　タイトル一覧で［Ｆ３］を１回押すと＜日付：2013年…＞と表示され、送信日時が確認できます。［Ｆ３］を押し過ぎてしまった場合は［スペース］＋［Ｆ３］で一つ前の項目に戻ることができます。
点字ディスプレイに表示しきれない部分は、［右下スクロール］を押して続きを読むことができます。
　送信日時は＜年・月・日・曜日・時間・2/5＞（注）の順番で表示されます。
（注）「2/5」の数字はその都度変わります。

(5) 差出人を確認する
　タイトル一覧から［Ｆ３］を２回押すと＜差出人：（差出人名）＞と表示され、差出人が確認できます。［Ｆ３］を押し過ぎてしまった場合は［スペース］＋［Ｆ３］で一つ前の項目に戻ることができます。
点字ディスプレイに表示しきれない部分は、［右下スクロール］を押して続きを読むことができます。
　差出人には相手の名前やメールアドレスが表示されます。

(6) メールに返信する
①タイトル一覧で返信したいメールに移動する。
②［エンター］を押し本文の内容を確認する。
③［エンター］＋［ｒ（チ）］を押す。　→　＜本文：＞と表示される。
④文章を入力する。
⑤［エンター］＋［ｓ（ノ）］を押す。　→　メールが送信されて、受信メールの本文に戻る。
⑥［Ｆ４］を押す。　→　タイトル一覧に戻る。

(7) 差出人のアドレスを登録する
①タイトル一覧でアドレス登録したいメールに移動する。
　タイトルだけでは誰のメールか分からない場合は［エンター］を押して本文の内容を確認する。確認したら［Ｆ４］を押してタイトル一覧に戻る。
②［Ｆ３］を２回押して「差出人：（差出人名）」を表示させる。
③差出人名が点字ディスプレイに表示しきれない場合は［右下スクロール］を押し名前やメールアドレスを確認する。
④［エンター］＋［ｉ（オ）］を押す。
　→　＜名前：（差出人名またはアドレス）＞と表示される。
⑤名前やメールアドレスがすでに書き込まれているので［バックスペース］で削除し、表示を空欄にする。
⑥名前を入力する。
⑦［エンター］を押す。　→　＜アドレス保存完了＞と表示され、差出人の表示に戻る。
⑧［エンター］を押す。　→　＜本文：（文章）＞と表示される。
⑨［Ｆ４］を押す。　→　タイトル一覧に戻る。

(8) メールの削除
a）1件だけ削除する
①タイトル一覧で削除したいメールに移動する。
②［スペース］＋［ｄ（ル）］を押す。
　→　点字ディスプレイに＜メールを削除しますか？はい＞と表示される。
③［エンター］を押す。
　削除を中止する場合は［下スクロール］を１回押し、＜いいえ＞が表示されたら［エンター］を押す。
b）すべてのメールを削除する
①タイトル一覧で［エンター］＋［ａ（ア）］を押す。
→　すべてのメールが選択される。
②［スペース］＋［ｄ（ル）］を押す。
→　＜5メールを削除しますか？はい＞（注）と表示される。
③［エンター］を押す。
　削除を中止する場合は［下スクロール］を１回押し、＜いいえ＞が表示されたら［エンター］を押す。　
（注）＜5メールを削除しますか？はい＞の＜5＞は選択されたメールの数です。


c）＜Trash＞フォルダ
　削除したメールは＜Trash＞というフォルダに移動します。
　ブレイルセンスのファームウェア（ファームウェアについてはP46参照）によっては、＜Trash＞の他に＜ゴミ箱＞というフォルダが表示されることがありますが、その場合も削除したメールは＜Trash＞に移動します。

(9) アドレス帳の登録
①メインメニューの＜オーガナイザ＞に移動する。
②［エンター］を押す。　→　＜アドレス帳＞と表示される。
③［エンター］を押す。　→　一瞬だけ＜アドレス検索＞と表示され、続いて＜姓＞と表示
　　　　　　　　　　　　　　される。これでアドレス帳が開いている状態となる。
④［エンター］＋［ｉ（オ）］を押す。
　→　一瞬だけ＜アドレス追加＞と表示され、続いて＜姓＞と表示される。
⑤名前を入力する。
⑥［下スクロール］または［スペース］＋［ ４ ］を何度か押し＜自宅・電子メール＞に移動する。行き過ぎた場合は［上スクロール］または［スペース］＋［ １ ］で戻る。
⑦メールアドレスを入力する。
⑧［エンター］を押す。
→　一瞬だけ＜アドレス保存完了＞と表示され、続いて＜姓＞と表示される。
⑨［スペース］＋［ｚ（マ）］を押す。
→　＜バックアップを変更しますか。はい＞と表示される。
⑩［エンター］を押す。
　→　＜データをバックアップ中＞ ＜バックアップ完了＞と表示された後、最後に＜アドレス帳＞と表示される。
⑪［スペース］＋［ｚ（マ）］または［F４］を押しメインメニューの＜オーガナイザ＞に戻る。

(10) 新規メールの作成と送信
①タイトル一覧で［エンター］＋［ｗ（ソ）］を押す。　→　＜宛先：＞と表示される。
②［エンター］＋［ｌ（ニ）］を押す。 →　＜アドレスリストキーワード：＞と表示される。
③相手の名前を入力する。
④［エンター］を押す。　→　一瞬だけ＜1アドレスが見つかりました＞と表示され、
　　　　　　　　　　　　　　該当のメールアドレスが表示される。
⑤名前を確認し［エンター］を押す。　→　＜宛先：（メールアドレス）；＞と表示される。
⑥［Ｆ３］を３回押す。　→　＜タイトル：＞と表示される。
⑦タイトルを入力する。
⑧［Ｆ３］を１回押す。　→　＜本文：＞と表示される。
⑨文章を入力する。
⑩［エンター］＋［ｓ（ノ）］を押す。　→　メールが送信されてタイトル一覧に戻る。
(11) 複数送信
a）同時送信
①タイトル一覧で返信したいメールに移動する。
②［エンター］＋［ｗ（ソ）］を押す。　→　＜宛先：＞と表示される。
③［エンター］＋［ｌ（ニ）］を押す。　→　＜アドレスリストキーワード：＞と表示される。
④一人目の名前を入力する。
⑤［エンター］を押す。　→　一瞬だけ＜1アドレスが見つかりました＞と表示され、
　　　　　　　　　　　　　　該当のメールアドレスが表示される。
⑥名前を確認し［エンター］を押す。　→　＜宛先：（メールアドレス）；＞と表示される。
⑦二人目を選びたい場合、また［エンター］＋［ｌ（ニ）］を押す。
　→　＜アドレスリストキーワード：＞と表示される。
⑧二人目の名前を入力する。
⑨［エンター］を押す。　→　一瞬だけ＜1アドレスが見つかりました＞と表示され、
　　　　　　　　　　　　　　該当のメールアドレスが表示される。
⑩名前を確認し［エンター］を押す。
　→　＜宛先：（メールアドレス）；（メールアドレス）；＞と表示される。
※三人目以降は、操作手順⑦～⑩を繰り返す。
⑪［Ｆ３］を３回押す。　→　＜タイトル：＞と表示される。
⑫タイトルを入力する。
⑬［Ｆ３］を１回押す。　→　＜本文：＞と表示される。
⑭文章を入力する。
⑮［エンター］＋［ｓ（ノ）］を押す。　→　メールが送信されタイトル一覧に戻る。
b）ＢＣＣ
①タイトル一覧で［エンター］＋［ｗ（ソ）］を押す。　→　＜宛先：＞と表示される。
②［エンター］＋［ｌ（ニ）］を押す。　→　＜アドレスリストキーワード：＞と表示される。
③自分の名前を入力する。
④［エンター］を押す。　→　一瞬だけ＜1アドレスが見つかりました＞と表示され、
　　　　　　　　　　　　　　該当のメールアドレスが表示される。
⑤名前を確認し［エンター］を押す。　→　＜宛先：（メールアドレス）；＞と表示される。
⑥［Ｆ３］を２回押す。　→　＜宛先（bcc）：＞と表示される。（注）
⑦［エンター］＋［ｌ（ニ）］を押す。　→　＜アドレスリストキーワード：＞と表示される。
⑧一人目の名前を入力する。
⑨［エンター］を押す。　→　一瞬だけ＜1アドレスが見つかりました＞と表示され、
　　　　　　　　　　　　　　該当のメールアドレスが表示される。
⑩名前を確認し［エンター］を押す。
　→　＜宛先（bcc）：（メールアドレス）；＞と表示される。
⑪二人目を選びたい場合、また［エンター］＋［ｌ（ニ）］を押す。
　→　＜アドレスリストキーワード：＞と表示される。
⑫二人目の名前を入力する。
⑬［エンター］を押す。　→　一瞬だけ＜1アドレスが見つかりました＞と表示され、
　　　　　　　　　　　　　　該当のメールアドレスが表示される。
⑭名前を確認し［エンター］を押す。
　→　＜宛先（bcc）：（メールアドレス）；（メールアドレス）；＞と表示される。
※三人目以降は、操作手順⑪～⑭を繰り返す。
⑮［Ｆ３］を１回押す。　→　＜タイトル：＞と表示される。
⑯タイトルを入力する。	
⑰［Ｆ３］を１回押す。　→　＜本文：＞と表示される。
⑱メッセージを入力する。
⑲［エンター］＋［ｓ（ノ）］を押す。　→　メールが送信されタイトル一覧に戻る。
（注）⑥で［Ｆ３］を１回押すと＜宛先（cc）：＞になります。

(12) メールが送信できたかどうかを確認する
a）その1
①タイトル一覧で［スペース］＋［Ｆ３］を１回押す。
　→　＜Mail box：Inbox 1/4＞と表示される。
②［左下スクロール］または［スペース］＋［ ４ ］を２回押す。
　→　＜outbox 3/4＞と表示される。
③［Ｆ３］を押す。　→　送信済みメールのタイトル一覧が表示される。
　ここで＜リストがありません 0/0＞と表示されていれば送信できたことになる。
●補足 ＜Mail Box＞には＜Inbox＞ ＜Sent＞ ＜outbox＞＜Trash＞の４個のフォルダがあります。起動時には必ず＜Inbox＞（受信フォルダ）が開くようになっています。
●＜Inbox＞に戻りたい時は、［スペース］＋［ｚ（マ）］を１回押して電子メールを終了し、再度＜電子メール＞を起動してください。

b）その2
タイトル一覧で［エンター］＋［３・４・５（ヨ）］を２回押す。
→　＜outbox＞フォルダ（未送信メールのフォルダ）に移動してタイトル一覧が表示される。ここで＜リストはありません 0/0＞と表示されていれば送信できたことになる。
●電子メールの起動時は必ず＜Inbox＞（受信フォルダ）が開くようになっています。
●＜Inbox＞に戻りたい時は、［スペース］＋［ｚ（マ）］を１回押して電子メールを終了し、再度＜電子メール＞を起動してください。





RSSリーダとは、あらかじめ読みたいウェブサイトを登録しておくと、そのウェブサイトが更新されるたびに新着記事として更新情報をまとめておいてくれるアプリです。読みたいウェブサイトを一つひとつ開いて記事の更新を確認する手間がないので便利です。
ただ、新着記事を読む際には無用なリンクが邪魔になる時もあり、各ウェブページの特徴をつかむ必要があります。

(1) RSSリーダの読み方
①メインメニューで［上スクロール］または［下スクロール］を押して＜プログラム＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜ブイレイルソロエル＞と表示される。
③［下スクロール］を押し、［RSSリーダ］に移動。
④［エンター］を押す。　→　＜登録リスト＞と表示される。
⑤［左下スクロール］を押し、読みたいホームページの名前を選択する。
⑥［エンター］を押す。　→　見出し一覧が表示される。
⑦［左下スクロール］を押し、見出しのタイトルを選択する。
※表示しきれない点字は［右下スクロール］を押して確認する。
⑧読みたいタイトルの見出しを選択したら［エンター］を押す。
⑨点字キーの［４］を押して見出しごとにジャンプする。
※１回または２回程度押すと、読みたい記事の見出しにジャンプできることが多い。
⑩＜記事のタイトル 見出し１＞あるいは＜記事のタイトル 見出し２＞を見つけたら［右下スクロール］を押して記事本文を読む。
⑪［スペース］＋［ｚ（マ）］を押し、見出し一覧に戻る。
⑫操作手順⑦～⑪を繰り返し、他の記事を読む。
⑬他のホームページを読みたい時は［スペース］＋［ｚ（マ）］を２回押して＜登録リスト＞に戻り、そして操作手順⑤から操作を行う。
⑭RSSリーダを閉じる時は［スペース］＋［ｚ（マ）］を数回押して＜プログラム＞まで戻る。


(2) RSSフィードの登録方法
　RSSフィードの登録には大きく二つの方法があります。ここでは、Yahoo天気のRSSフィードを登録する方法を例に説明します。

a）リンクから登録する方法
①メインメニューで［上スクロール］または［下スクロール］を押して＜プログラム＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜ブレイルソロエル＞と表示される。
③［下スクロール］を何回か押し、＜クイックブラウザ＞に移動。
④［エンター］を押す。　→　しばらくするとウェブページが表示される。
⑤「Google検索」等のホームページにアクセスする。
⑥［Ｆ３］を何回か押して＜テキスト入力＞に移動。
⑦検索ワードとして「Yahoo天気 RSS」と入力し、［エンター］を押す。（検索開始）
⑧検索結果が表示されたら［Ｆ３］を押し「提供RSS - Yahoo!天気・災害」のリンクに移動する。
⑨［エンター］を押しページを開く。
⑩ページ内の文字列検索を行うため［スペース］＋［ｆ（エ）］を押す。
⑪検索したい地域名を入力する。　※ここでは「東京」と入力する。
⑫［エンター］を押す。　→　⑪で入力した文字列（東京）へジャンプする。
⑬［Ｆ３］を押し、さらに詳しい地域（「２３区」など）のリンクを選択する。
⑭［エンター］を押す。　→　＜未登録 …＞と表示される。
⑮［エンター］を押す。　→　＜登録しました＞と表示される。これでRSSリーダの登録リストに追加される。※RSSリーダの登録リストの最後に追加される。
⑯［スペース］＋［ｚ（マ）］を押し、クイックブラウザを閉じる。
⑰［スペース］＋［ｚ（マ）］を押し、メインメニューの＜プログラム＞に戻る。

b）RSSフィードの登録コマンドを使って登録する方法
①メインメニューで［上スクロール］または［下スクロール］を押して＜プログラム＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜ブレイルソロエル＞と表示される。
③［下スクロール］を何回か押し、＜クイックブラウザ＞に移動。
④［エンター］を押す。　→　しばらくするとウェブページが表示される。
⑤「Google検索」等のホームページにアクセスする。
⑥［Ｆ３］を何回か押して＜テキスト入力＞に移動。
⑦検索ワードとして「Yahoo天気 RSS」と入力し、［エンター］を押す。（検索開始）
⑧検索結果が表示されたら［Ｆ３］を押し「提供RSS - Yahoo!天気・災害」のリンクに移動する。
⑨［エンター］を押しページを開く。
⑩［エンター］＋［ｊ（ロ）］を押す。　→　RSSフィードの登録一覧が表示される。
⑪［下スクロール］を押し、登録したい地域名を選択する。
⑫登録したい地域名を見つけたら［エンター］を押す。　→　＜未登録…＞と表示される。
⑬［エンター］を押す。　→　＜登録しました＞と表示される。これでRSSリーダの登録リストに追加される。※RSSリーダの登録リストの最後に追加される。
⑯［スペース］＋［ｚ（マ）］を押し、クイックブラウザを閉じる。
⑰［スペース］＋［ｚ（マ）］を押し、メインメニューの＜プログラム＞に戻る。

●補足
　二つの登録方法を紹介しましたが、登録方法によって見出し一覧の内容が変わります。例えば、同じ「東京」で登録しても「１．リンクから登録する方法」では東京の１週間分の天気予報が見出し一覧で確認できます。二つ目の「２．RSSフィードの登録コマンドを使って登録する方法」では当日の地域別［都内、伊豆諸島北部（大島）、伊豆諸島南部（八丈島）］の天気予報を見出し一覧で確認できます。



サピエ図書館とは、点字図書データや録音図書データなどを所蔵する全国最大の視覚障害者向け書誌データベースです。視覚障害者なら誰でも会員になることができ、自宅で気軽に図書データをダウンロードし読書が楽しむことができます。ここでは点字図書データのダウンロード方法と、ダウンロードした点字図書を読む方法を記します。

(1) 点字図書データのダウンロード
①メインメニューで［上スクロール］または［下スクロール］を押して＜プログラム＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜ブレイルソロエル＞と表示される。
③［下スクロール］を押し＜サピエ＞に移動する。
④［エンター］を押す。
　→　＜サピエID:（ユーザーのサピエID）＞と表示され、ログインページが表示される。
⑤［エンター］を押す。
　→　＜ログインします＞と表示され、しばらくすると「検索種別点字データ検索 1/7」と
　　　表示される。
⑥［エンター］を押す。　→　＜タイトル＞と表示される。
　※ここで探したい本のタイトル名をひらがな、または漢字等で入力する。
※著者の名前だけで検索したい場合は、ここでは入力しないで次の操作に進む。
⑦［Ｆ３］を押す。　→　＜著者＞と表示される。
　※探したい本の著者名をひらがな、または漢字等で入力する。
⑧［エンター］を押して検索開始　→　まず＜検索開始＞と表示され、しばらくして＜該当件数： …＞と表示され、最後に＜検索結果 ……＞と表示される。
⑨［右下スクロール］で読みたいタイトルに移動。
⑩［エンター］を押す。
　→　＜ダウンロード＞ ＜１００ｐ＞　＜ファイルを保存しました＞と次々に表示され、最後に＜デイジーに変換しますか？＞と表示される。
⑪［下スクロール］を押して＜いいえ＞に移動。
⑫［エンター］を押す。　→　検索結果一覧に戻る。
　※続けて他の図書をダウンロードしたい時は、操作手順⑧と⑪を繰り返す。
⑬［スペース］+［ｚ（マ）］で検索結果一覧を閉じると、タイトル名や著者名が入力できる画面に戻る。
　※さらに他の本を検索したい場合は、すでに入力されているタイトル名や著者名を削除し入力する。
⑭［スペース］＋［ｚ（マ）］を数回押すとサピエが終了される。


(2) 点字図書データを読む
①メインメニューの＜ファイル管理＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜FlashDisk＞と表示される。
③［エンター］を押す。　→　＜backup＞などのフォルダ名が表示される。
④［左下スクロール］を押し、＜download＞を選択。
⑤［エンター］を押す。　→　＜sapie＞と表示される。
⑥［エンター］を押す。　→　フォルダ（フォルダ名は本のタイトル）の一覧が表示される。
⑦［左下スクロール］を押し、読みたいタイトルのフォルダを選択。
⑧［エンター］を押す。
　→　フォルダ内のテキストファイル＜detail.txt＞が表示される。
⑨［左下スクロール］を押し、＜n＞から始まる点字ファイルを選択。
⑩［エンター］を押す。
　→　ワードプロセッサーが起動し、選択された点字ファイルが開く。
⑪［右下スクロール］を押し本を読む。
⑫［スペース］＋［ｚ（マ）］を押すとワードプロセッサーが終了する。
　※＜保存：はい＞と表示された場合は［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押して＜いいえ＞に変更して［エンター］を押してください。
⑬さらに［スペース］＋［ｚ（マ）］を何回か押し、メインメニューの＜ファイル管理＞に戻る。
●補足
　点字ファイルの選択の際、ファイル名の最後の３桁の数字が巻数を表しています。第１巻は＜001＞第２巻は＜002＞と表示されますので、それを手掛かりに本を開きます。

(3) ログイン
　初めてログインする時はサピエIDとパスワードを入力する必要があります。なお、サピエIDとパスワードは点字図書館等であらかじめ取得しておく必要があります。
①メインメニューの＜プログラム＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜ブレイルソロエル＞と表示される。
③［下スクロール］を押し、＜サピエ＞に移動。
④［エンター］を押す。　→　サピエが開き＜サピエID＞と表示される。
⑤サピエIDを入力する。
⑥［Ｆ３］を１回押す。　→　＜パスワード＞と表示される。
⑦パスワードを入力する。
⑧［エンター］を押す。　→　＜ログインします＞と表示され、しばらくすると＜検索種別 点字データ検索＞と表示される。



①メインメニューで［上スクロール］または［下スクロール］を押し＜プログラム＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜ブレイルソロエル＞と表示される。
③［下スクロール］を押し＜乗り換え検索＞に移動する。
④［エンター］を押す。　→　ネットワークに接続し＜出発地＞と表示される。
⑤乗車する駅名を入力する。　
※基本的にひらがなで入力するが、ごくたまに漢字にした方が良い場合もある。
⑥［Ｆ３］を押す。　→　＜到着地＞と表示される。
⑦降車する駅名を入力する。
⑧［Ｆ３］を押す。　→　＜経由地＞と表示される
　※ここは省略しても良い。
※乗り換えたい駅があった場合、その駅名を入力する。
⑨［Ｆ３］を押す。　→　＜年 2017＞と表示される。
※2018年を検索したい時は［下スクロール］を押して変更する。
⑩［Ｆ３］を押す。　→　＜月 …＞と表示される
　※［下スクロール］で変更する。
⑪［Ｆ３］を押す　→　＜日 …＞と表示される。　
　※1～31の数字が選択できるので［上スクロール］または［下スクロール］を押し変更する。
⑫［Ｆ３］を押す。　→　＜時 …＞と表示される。
　※0～23の数字が選択できるので［上スクロール］または［下スクロール］を押し変更する。
⑬［Ｆ３］を押す。　→　＜分 …＞と表示される。
　※0～59の数字が選択できるので［上スクロール］または［下スクロール］を押し変更する。
⑭［Ｆ３］を押す。　→　＜検索方法 …＞と表示される。
　※指定した日時に到着する電車を調べるときは＜到着時刻＞、指定した日時に出発する電車を調べるときは＜出発時刻＞を選択できるので、［上スクロール］または［下スクロール］を押し変更する。
⑮［Ｆ３］を押す。　→　＜検索＞と表示される。
⑯［エンター］を押す。　→　検索が開始され＜検索結果 第１経路＞と表示される。
※ただし、駅名の候補が複数あった場合は選択する必要がある。（注）
⑰［右下スクロール］で第１経路の概略を読む。　
⑱［左下スクロール］で第２経路に移動し、概略を読む。
　※検索結果は第１経路から第３経路まで一覧になっているので⑰から⑱の手順で第３経路まで確認する。


⑲希望の経路があったら［エンター］を押す。
→　経路の詳細が表示されるので［右下スクロール］で読み進める。
⑳他の経路を読むときは［Ｆ４］を押す。　→　検索結果一覧に戻る。
※⑱から⑲の手順で他の経路の詳細を読む。
㉑ 最初から検索するときは［Ｆ４］を押す。
→　＜出発地＞と表示されるので⑤から行う。
㉒ 乗り換え検索を閉じるときは＜出発地＞で［スペース］＋［ｚ（マ）］を押す。
　→　＜乗り換え検索＞に戻る。
（注）駅名の候補が複数あった場合、＜候補駅が複数あります 対象の駅名を選択してください＞と表示され、＜出発地 （駅名）1/1＞と表示される。［Ｆ３］を押し＜到着地＞＜経由地＞を確認し、例えば＜到着地 京橋(東京) 1/2＞の＜1/2＞に見られるような候補が複数ある表示を見つけたら、［下スクロール］で次候補を選ぶことができる。最後に［エンター］を押すと再度検索を行う。












第２部
～ 指導者向け操作マニュアル編 ～










(1) オプション設定の開き方と基本操作
①メインメニューで［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し＜設定＞に移動。
　行き過ぎた場合は［上スクロール］または［スペース］＋［ １ ］で戻る。
②［エンター］を押す。→　＜時計設定＞と表示。
③［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し＜オプション設定＞に移動。
④［エンター］を押す。　→　＜点字表示 オン＞と表示。
⑤設定を変更する場合は［スペース］（または［バックスペース］）を押す。
　※この時［エンター］を押してしまうと＜オプション設定＞が保存終了されるので注意。
⑥次の設定項目に移る場合は［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
※メインメニューから［スペース］＋［ｏ（タ）］で＜オプション設定＞を開くこともできる。

(2) オプション設定の保存(保存取消)と終了
①設定がすべて完了したら最後に［エンター］を押す。
　→　＜オプション保存完了＞と表示され、＜オプション設定＞に戻る。
　設定を保存せずに終了させる場合は［Ｆ４］を押す。
　→　＜オプション保存取消＞と表示され、＜オプション設定＞に戻る。
②［F４］を押す。 →　＜設定＞と表示され、メインメニューに戻る。

(3) オプション設定の項目
盲ろう者が利用するにあたり、初期設定から変更すべき項目を記します。
①コンピュータ点字入力／コンピュータ点字表示
　方法：各項目で［スペース］を押し、＜情報処理点字＞ → ＜無変換（NABCC）＞を切り替える。
　解説：センスディックという辞書機能を使うときには＜無変換（NABCC）＞に切り替える必要がある。ただし、メールアドレス等のコンピュータ点字の表示が、通常の表示ではなくアメリカのコンピュータ点字表示になってしまうため、メールアドレス程度が触読できるユーザーにとっては、アドレスが読めなくなる可能性があるので注意が必要。
　推奨：センスディックを使う場合は＜無変換（NABCC）＞。センスディックは使わず、かつ、英語を読むのが苦手なユーザーは＜情報処理点字＞。


②メッセージ表示時間（初期値は3秒）
　方法：［スペース］で＜４＞ → ＜５＞と秒数を増やし、［バックスペース］で＜２＞ → 　　＜１＞と秒数を減らす。選択項目は＜１＞～＜１０＞＜待機＞＜非表示＞がある。
　解説：＜電源オン＞ ＜メールがありません＞ ＜送信完了＞等のメッセージを点字表示する時間を設定する項目。
　　　　・ ＜１＞～＜１０＞秒の範囲
　　　　・＜待機＞（次のキー操作をするまでメッセージ表示が消えない）
　　　　・＜非表示＞（メッセージなし）
から選択できる。
　推奨：点字の触読が苦手なユーザーには、＜５＞～＜７＞秒程度に設定するとメッセージが読みやすくなることが多い。点字の触読がスムーズなユーザーの場合は初期値で問題ない。＜待機＞は点字の触読を苦手とするユーザーにとっては自分のペースで点字を読むことができ便利ではあるが、一方でブレイルセンスがフリーズしたと勘違いしてしまう可能性もある。

③音声
　方法：［スペース］でオン／オフを切り替える。
　解説：点字のみで使う場合は＜オフ＞、音声も併用する場合は＜オン＞にする。
　推奨：通常は＜オフ＞

④内蔵ディスプレイ（U2のみ）
　方法：［スペース］で＜オフ＞ → ＜オン＞ → ＜すべて（ライティング）＞の３項目から選択する。
　解説：支援者等が画面が必要な場合に、＜オン＞あるいは＜すべて（ライティング）＞に設定する。＜すべて（ライティング）＞は＜オン＞よりさらに明るい。
　推奨：通常は＜オフ＞。

⑤ＬＣＤディスプレイの切り替え
　方法：［スペース］でオフ／オンを切り替える。
　解説：＜オン＞にすると、支援者用に画面の上下が反転し、向かい合った状態でも画面が見やすくなる。
　推奨：通常は＜オフ＞。
　
⑥警告音
　方法：［スペース］で、＜ビープ（音）＞ → ＜振動＞ → ＜両方＞ → ＜オフ＞を切り替える。
　説明：操作時のエラーやインターネットの接続・切断等の通知を、音・振動あるいは両方から選択できる項目。
　推奨：聴力の活用が可能なユーザーには音も便利だが、公共の場で使用するときなどは＜振動＞のみの方が好ましい場合もある。状況に合わせて設定されたい。


⑦起動サウンド
　方法：［スペース］でオン／オフを切り替える。
　説明：起動・終了の音楽通知を＜オン＞あるいは＜オフ＞にする項目。
　推奨：聴力の活用が可能なユーザーには音楽通知も便利だが、公共の場で使用するときなどは＜オフ＞の方が好ましい場合もある。状況に合わせて設定されたい。
　
⑧左側スクロールボタン／右側スクロールボタン
　方法：各項目で［スペース］を押し、＜行スクロール＞ → ＜行移動＞ → ＜文字移動＞ → ＜段落移動＞ → ＜文単位＞で移動を切り替える。
　説明：＜スクロール＞を押したときの動作を設定する項目。
　推奨：主に左手で点字を読むユーザーには左は＜行移動＞右は＜行スクロール＞、右手で点字を読むユーザーには左は＜行スクロール＞右は＜行移動＞の設定を推奨している。
研修会では、左が＜行移動＞、右が＜行スクロール＞に設定してあります。




⑨コントロール情報
　方法：［スペース］で、＜後ろ＞ → ＜オフ＞ → ＜前＞を切り替える。
　解説：＜eb（エディット・ボックス）＞：漢字仮名まじり文も含めて入力が可能な画面、
 　　　 ＜LI（リスト）＞：メニューの一覧画面、
　　　  ＜ce（コマンド・エディット）＞：半角英数字しか入力できない画面など
　　　　センスの状態を英語で表すステータス情報を、どの位置に表示するか、あるいは表示しないかを選択する項目。
　推奨：英語の触読が難しいユーザーには＜オフ＞、英語が少し読めて今後こうした情報が活用可能なユーザーには＜後ろ＞、英語の触読がスムーズなユーザーには＜前＞を推奨している。
　　　　※＜オフ＞にした場合でも、＜SCHB＞（チェックあり）と＜UCHB＞（チェックなし）は前に表示される。

⑩パスワード表示
　方法：［スペース］でオフ／オンを切り替える。
　解説：この機能を＜オン＞にすることで、電子メール等のパスワードを表示することが可能になる項目。
　推奨：通常はオフ。




⑪ホットキー情報
　方法：［スペース］で、＜文字＞ → ＜点字キー＞ → ＜オフ＞を切り替える。
　解説：この機能をオフにすることで、プルダウンメニューにある各メニューの後ろに英語表示されるホットキーのガイドを非表示にすることができる。
　　　　例）＜開くenter-o＞　　　（文字）　
　　　　　　＜開くenter 1 3 5 点＞（点字キー）　
　　　　　　＜開く＞             （オフ）
　推奨：なるべく英語を読みたくないユーザーはオフ。

⑫ショートカットキー情報
　方法：［スペース］でオン／オフを切り替える。
　解説：この機能をオフにすることで、メインメニューなどの項目の後ろに外字符なしの英語で表示されるショートカットキーを非表示にすることができる。
　　　　例）＜ファイル管理 ｆ＞　→　＜ファイル管理＞
　推奨：なるべく英語を読みたくないユーザーはオフ。

⑬時計サーバと自動同期
　方法：［スペース］でオフ／オンを切り替える。
　解説：この機能を＜オフ＞にすることで、起動時に時計サーバと同期して時刻を合わせる機能を停止することができる。
　推奨：インターネットに接続されていない環境では＜同期失敗＞という表示が起動時に出てしまい混乱するユーザーもいるので必要に応じてオフにする。ただし、この機能をオフにすると、手動で時計を合わせないといけないため、日時が大きく狂ってしまう場合もあるので、ユーザーとよく相談して設定されたい。

⑭無線ＬＡＮ
　方法：［スペース］でオン／オフを切り替える。
　解説：初期値は＜オフ＞になっているので、インターネットを利用する場合は必ず＜オン＞に切り替える。
研修会では＜オン＞に設定してあります。





　無線LANでの接続設定を行う際は、オプション設定の＜無線LAN＞が＜オン＞になっていることを確認してください。もしくは［バックスペース］＋［１・４・５・６（ス）］を押すと、無線LANのオン/オフの切り替えができます。
ここでは無線LANの標準的な設定例を紹介します。セキュリティーのレベルによっては、＜詳細設定＞の＜追加＞から設定しなければならない場合もあります。

	①メインメニューの＜設定＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜時計設定＞と表示される。
③［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押して＜インターネット設定＞に移動。
④［エンター］を押す。　→　＜LAN 1/7＞と表示される。
⑤［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押して＜無線LAN 2/7＞に移動。
⑥［エンター］を押す。　→　＜アクセスポイント（検出されたネットワーク名）＞と表示される。
⑦［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押して接続したいネットワーク名を選択する。行き過ぎた場合は［上スクロール］または［スペース］＋［１］で戻る。
※ネットワーク名はSSIDとも言う。この研修会では「dbit」を選択。
⑧［エンター］を押す。　→　＜ネットワークキー＞と表示される。
※ネットワークキーはセキュリティーキーあるいは暗号化キーとも言う。
⑨ネットワークキーを入力する。
⑩［エンター］を押す。　→　＜プロファイル設定完了 dbitに接続中＞と表示され、続けて＜アクセスポイントdbit，暗号化：WEP，信号強度：非常に強い。接続。＞と表示される。
※表示しきれない点字は［右下スクロール］を押して確認できます。
⑪[スペース］＋［ｚ（マ）］を押す。　→　＜無線LAN 2/7＞に戻る。
⑫[スペース］＋［ｚ（マ）］を押す。　→　＜インターネット設定＞に戻る。
⑬［Ｆ４]を押す。　→　＜設定＞に戻る。



※メインメニューでネットワークの確認［スペース］＋［ｎ（ツ）］を押して＜状態：オンライン＞であることを確認してください。
※U2ミニの場合、操作手順④で＜無線LAN 1/5＞と表示されるので、操作手順⑤は省略します。



(1) アカウントマネージャーの開き方
①メインメニューの＜電子メール＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　受信メールのタイトル一覧が表示される。
③［Ｆ２］を押す。　→　＜ファイル＞と表示される。
④［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。　→　＜ツール＞と表示される。
⑤［エンター］を押す。　→　＜アカウントマネージャー＞と表示される。
⑥［エンター］を押す。
　→　アカウントマネージャーが開き、＜アカウント：＞と表示される。
※②のタイトル一覧が表示された状態で、［エンター］＋［ｍ（ヌ）］を押すことでアカウントマネージャーを開くこともできる。

(2) メールアカウントの基本設定
　基本設定では、プロバイダーから提供される情報を入力することが主な作業となります。間違いのないよう、丁寧に入力するようにしてください。
①アカウントマネージャーを開いた状態で［Ｆ３］を２回押す。　→　＜登録＞と表示される。
②［エンター］を押す。　→　＜サーバの種類：手動1/5＞と表示される。
※［上スクロール］または［スペース］＋［１］、［下スクロール］または［スペース］＋［４］にて＜google＞＜outlook＞＜yahoo＞＜iCloud＞等のアカウント情報を選ぶことが可能。これらのメールアドレスを利用する場合は、選択することで設定情報の入力が一部省略できる。通常は手動を選ぶ。
③＜手動＞が表示されている状態で［Ｆ３］を押す。　→　＜アカウント名？＞と表示される。
④「メール」「ヤフー」「ニフティー」等わかりやすいメールの名前を任意で入力する。
※ここで入力した名前が、メール受信時（［エンター］＋［ｎ（ツ）］を押した時）に＜アカウント名？メール＞のように表示されるため、なるべくわかりやすい文字列を入力するよう心がける。
⑤アカウント名を入力後、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜ユーザ名？＞と表示される。
⑥ユーザ名を入力する。
※ユーザ名は、メールを送信した相手の差出人欄に表示される名前なので、「山田太郎」等なるべく日本語で入力すると盲ろう者にわかりやすい。
※正しく点字表示されているかどうか、必ず点字も確認すること。
⑦ユーザ名を入力後［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜ユーザID？＞と表示される。
⑧プロバイダーから提供されるユーザID（プロバイダーによっては＜ユーザアカウント＞＜ユーザ名＞等と表記されることもある）を入力する。
⑨ユーザIDを入力後、［下スクロール］を押す。　→　＜パスワード？＞と表示される。

⑩プロバイダーから提供されるパスワードを入力する。
※パスワードは初期設定では伏せ字（ふせじ）で表示される。オプション設定内の＜パスワード表示＞をオンにしておくと、入力したパスワードの文字列を確認することができる。
⑪パスワード入力後、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜電子メールアドレス？＞と表示される。
⑫プロバイダーから提供されるメールアドレスを入力する。
⑬メールアドレスを入力後、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜使用するメールサーバー：POP3＞と表示される。
⑭［スペース］で＜POP3＞か＜IMAP＞を選択する。※通常は＜POP3＞のままで良い。
⑮＜POP3＞を選択後、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜pop3サーバー？＞と表示される。
⑯プロバイダーから提供されるPOPサーバ名（「受信メールサーバ名」等と表記されることもある）を入力する。
⑰POPサーバ名を入力後、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜smtpサーバー？＞と表示される。
⑱プロバイダーから提供されるSMTPサーバ名（「送信メールサーバ名」等と表記されることもある）を入力する。
⑲SMTPサーバ名を入力後、［Ｆ３］を押す。　→　＜詳細設定＞と表示される。

これ以降は次の「(3)メールアカウントの詳細設定」を参照。

(3) メールアカウントの詳細設定
　ここでは、メール送受信時の暗号化や受信サーバにメールを残すか、削除するか等、さらに詳細な設定を行います。
①＜詳細設定＞が表示されている状態で［エンター］を押す。
　→　＜受信にsslを使う UCHB＞と表示される。
②＜UCHB＞は「チェックなし」を意味しているので、SSLを利用するプロバイダーのメールアカウントを設定する場合は［スペース］を押して＜SCHB（チェックあり）＞に設定する。
③SSLを設定後、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜pop3ポート番号？110または995＞と表示される。
※＜受信にsslを使う＞にチェックしないと＜110＞、チェックすると＜995＞が表示される。
④［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜smtp暗号化方式：ない＞と表示される。
⑤プロバイダーの送信方式に従い、［スペース］で＜ない＞＜SSL＞＜TLS＞を選択する。
※＜ない＞あるいは＜SSL＞を選択することが多い。
⑥［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜smtpポート番号？25あるいは465＞と表示される。
※⑤で＜ない＞を選択すると＜25＞、＜SSL＞を選択すると＜465＞が表示される。


⑦＜25＞の場合は、バックスペースキーで＜25＞を削除し、＜587＞に書き換える。
　＜465＞の場合はそのままの設定で良い。
⑧［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜smtp ID？＞と表示される。
⑩空欄のまま［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜smtpパスワード？＞と表示される。
⑪空欄のまま［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜このアカウントを規定の送信アカウントとする UCHB＞と表示される。
⑫［スペース］を押して＜SCHB（チェックオン）＞にする。
※複数のメールアドレスを利用する場合で、規定のアドレスではない場合はチェックはしない。
⑬［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜サーバーにメールのコピーを残しますか？ SCHB＞と表示される。
⑭サーバーにメールを残す場合はそのまま、残さない場合は［スペース］で＜UCHB（チェックなし）＞にする。
※通常は＜サーバーに残さない＞設定にすることが多い。
⑮［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
　→　＜ sentフォルダーに送信済みメールを保存する SCHB＞と表示される。
⑯保存する場合はそのまま、しない場合は［スペース］で＜UCHB（チェックなし）＞にする。
⑰［Ｆ３］を３回押す。　→　＜確認＞と表示される。
⑱［エンター］を押す。　→　＜詳細設定＞と表示される。
⑲［Ｆ３］を押す。　→　＜確認＞と表示される。
⑳［エンター］を押して設定を完了する。　→　＜アカウント名？＞と表示される。
㉑ 最後に［Ｆ３］で＜閉じる＞を選び［エンター］を押してアカウントマネージャーを閉じる。
※［Ｆ４］あるいは［スペース］＋［ｚ（マ）］でも閉じることができる。



(1) 盲ろう者を取り巻くインターネット環境の現況
盲ろう者がパソコンやブレイルセンスを利用する上で、インターネット環境の構築は必須です。しかしながら、多様なサービスや複雑な料金プランがあり、またブレイルセンスなどでは一部利用できないサービスや接続機器などもあることから、導入に際してはいくつか注意が必要です。
　盲ろう者も、一般ユーザーと同様インターネット環境を構築する場合は、自宅での固定回線と、外出先などでのモバイル回線の二つを考える必要があります。自宅でパソコンのみを利用するという盲ろう者の場合は固定回線を優先して整備する必要がある一方で、ブレイルセンスなどを利用する盲ろう者の場合は、モバイル回線の導入を選択する方も増えています。そのため、最新のサービスの動向を見極めつつ、盲ろう者の利用状況や費用対効果なども鑑みながら、サービスを選択する必要があります。

(2) ブレイルセンスのネット接続の方法
a）ブレイルセンスU2の場合
①有線LAN（LANケーブルをさして接続する方法）
②無線LAN（WiFi環境で接続する方法）

b）ブレイルセンスオンハンドU2ミニの場合
無線LAN（WiFi環境で接続する方法）

(3) 固定回線におけるインターネット構築
　自宅でパソコンやブレイルセンスを利用する盲ろう者の場合は、固定回線でのインターネット構築を行う必要があります。
　固定回線でインターネットを構築する場合主に、
① 光
② ADSL
③ ケーブルテレビ（CATV）
の三つの方式から選択することになります。サポートしている盲ろう者がどのような目的でパソコンやブレイルセンスを利用するかにもよりますが、おそらくメールの送受信とホームページの閲覧が中心になると思われますので、一番安価で手軽なADSLを導入するのが現実的です。
　また、ADSLの場合、低速から高速まで速度が上がるにしたがって料金が高くなります。盲ろう者がパソコンやブレイルセンスを利用する場合、ほとんど低速の12Mbpsのプランで問題ありません。ただ電話の局舎と自宅との距離が3KM以上ある場合など、低速回線では開通が難しい場合もあります。さらに、条件によっては高速のADSL回線と光回線の料金がほとんど変わらない場合や、そもそも局舎との距離が離れ過ぎていてADSL自体が導入できない場合などもあります。そのときは、光回線などを選択せざるを得ません。したがって、契約を行う場合は、料金や使用環境などを総合的に判断しつつ、サポートする盲ろう者やご家族などになるべくわかりやすく説明をしながら、サービスを選択する必要があります。

●参考
※固定環境における各方式のおおよその月額料金です。詳細は各事業者にてご確認ください。
① 光 … 6,000円程度（プロバイダー、電話の料金を含む）
② ADSL（50Mbps） … 2,000～4,000円程度（プロバイダーを含む）
③ ケーブルテレビ … 6,000～8,000円程度
（プロバイダー、電話、ケーブルテレビの料金を含む）

なお、ブレイルセンスでメールやインターネットをする場合、無線LANを介して接続するには無線LANの親機が必要です。無線LANの親機も量販店や通販で5,000～10,000円程度で購入できます。

(4) モバイル回線におけるインターネット構築
　モバイル回線のサービスは、各携帯電話会社が次々と参入しており、サービス内容や料金プランが複雑化しています。しかし、基本的には「文字の送受信が多い」「極力低料金を目指す」「ブレイルセンスで利用できる」という観点で考えれば、選択肢は必然的に絞り込まれてきます。モバイル回線のサービスについても固定同様さまざまな方式やプランが存在していますので、料金・使い勝手・設定のしやすさ・アフターケア等総合的に判断して選択してください。

●参考
※各モバイルWiFiのサービスです。詳細は各事業者にてご確認ください。
① Wimax（ワイマックス） … 3,500円程度（障害者割引を利用）
② MVNO（格安SIMともいう） …　1,000～3,000円
③ キャリア系のモバイルサービス … 4,000～7,000円

(5) 格安simを導入する場合の注意事項
a）支払いについて
格安simは安く利用できるためブレイルセンスとの組み合わせではお奨めですが、クレジットのみの支払いが多いので、盲ろう者が口座振替を希望する場合は、口座振替に対応した会社と契約をする必要があります。

また、クレジットでの支払いはすぐに利用できますが、口座振替を希望する場合は紙面での申込みが必要になることが多いため、開通するまで時間がかかります。
2015年11月現在、口座振替に対応している大手の会社は以下のとおりです。

・OCNモバイル
・Biglobe LTE、3G
・プララモバイルLTE
他にもいくつかありますのでインターネットで最新の情報を集めて導入を検討してください。

b）端末の用意
格安SIMを導入する場合、別途モバイルルーターの端末を用意する必要があります。あるいは格安SIMとセットで端末を購入できる場合もありますので量販店やインターネット等で探してください。

c）simカードの種類
simカードは３種類ほどのサイズ（標準sim・マイクロsim・ナノsim）があり、使用する端末によってサイズが異なっています。モバイルルーターのほとんどは標準サイズですが、端末のsimカードのサイズを確認した上で購入するよう注意してください。

(6) ルーターの端末についての注意
タッチパネル方式のルーター端末が増えているので、ボタンを押すだけで電源のオン／オフが可能なものを選ぶようにしてください。




(1) 電源はオンになるがキー操作を受けつけてくれない
　電源を入れることができるけれど、それ以降の操作ができないという相談があります。
考えられる理由として、キーロックスイッチが「Lock（キーロック）」または「Audio（点字キーロック）」になっている場合に起こります。「Lock（キーロック）」にしている場合は電源をオンにすることができますが、電源をオフにすることができません。「Audio（点字キーロック）」の場合は電源のオンとオフの操作は可能ですが、キーによる操作はできません。全ての操作ができるようにするためにはキーロックスイッチを「Unlock（キーロック解除）」の位置にする必要があります。

(2)点字表示が消えてしまい、音声が出てしまう
　誤ってオプション設定の＜点字表示＞を選び、且つ＜点字表示 b：オン LI＞の所で［スペース］を押して、＜オン＞を＜オフ＞にした際、起こる症状です。再度、オプション設定の＜点字表示＞を選び、点字表示を＜オン＞にしてください。あるいは［バックスペース］＋［F3］でも点字表示をオンにすることができます。なお、音声をオフにするには、オプション設定の＜音声＞の設定が必要です。（P12またはP31参照）

(3) ネットに繋がらないトラブル
a）無線LANの設定
普段はネットに繋がっているのに、たまに繋がらなくなってしまうことがあります。その場合はリセットボタンを押すと直ぐに接続できます。リセットボタンを押してもネットに繋がらない時はインターネット設定の無線LANを開いて設定を試みてください。
①メインメニューで［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し＜設定＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜時計設定＞と表示される。
③［下スクロール］または［スペース］＋［４］で＜インターネット設定＞に移動する。
④［エンター］を押す。　→　＜無線LAN 2/7>と表示される。（注）
⑤［エンター］を押す。　→　＜アクセスポイント＞と表示。
⑥［Ｆ３］を１回押す。　→　＜詳細＞と表示。
⑦［エンター］を押す。　→　＜profile: 登録してあるアクセスポイント＞と表示。
⑧［エンター］を押す。　→　しばらくすると一瞬＜インターネットに接続しました＞と表示。
⑨［スペース］＋［ｚ（マ）］をゆっくり４回押す。　→　メインメニューの＜設定＞に戻る。
（注）U2ミニの場合は＜LAN 1/5＞と表示されるので、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押して＜無線LAN 2/5＞を選択してください。

b）誤って設定したアクセスポイントの削除
ブレイルセンスの電源を入れた直後、ネットに繋がったり、繋がらなかったりと不安定になることがあります。考えられる理由は、無線LANの設定を行った時に誤って設定したアクセスポイントがプロファイルリストに登録されてしまっている（アクセスポイント一覧で他のアクセスポイントをエンターしてしまった等で起こる）ことです。間違えて登録されてしまったアクセスポイントは、以下の方法でプロファイルリストから削除してください。
①メインメニューで［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し＜設定＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜時計設定＞と表示される。
③［下スクロール］または［スペース］＋［４］で＜インターネット設定＞に移動する。
④［エンター］を押す。　→　＜無線LAN 2/7>と表示される。（注）
⑤［エンター］を押す。　→　＜アクセスポイント＞と表示。
⑥［Ｆ３］を１回押す。　→　＜詳細＞と表示。
⑦［エンター］を押す。　→　＜profile: 登録してあるアクセスポイント＞と表示。
⑧［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し、使っていないアクセスポイントを選択。
⑨［Ｆ３］を３回押し、＜削除＞に移動。
⑩［エンター］を押す。　→　＜profile:　登録しているアクセスポイント＞と表示。
　※プロファイルリストから選択したアクセスポイントが削除される。他に削除したいアクセスポイントがある場合は操作手順⑧から⑩を繰り返す。
⑪［スペース］＋［ｚ（マ）］をゆっくり４回押す。　→　メインメニューの＜設定＞に戻る。
（注）U2ミニの場合は＜LAN 1/5＞と表示されるので、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押して＜無線LAN 2/5＞を選択してください。
(4) オプション設定のバックアップ
　バッテリーが切れた後そのまま放置するとオプション設定が初期設定に戻ってしまいます。
特にU2ミニの場合はバッテリーが切れた後１分以上放置すると初期設定に戻ってしまうので注意が必要です。従って、オプション設定はバックアップをとるようにしてください。オプション設定をバックアップしておけば、初期設定に戻ってしまってもすぐに復旧（リストア）することができます。次のステップ1、ステップ2の順でバックアップを行ってください。
a）ステップ1：＜backup＞フォルダの作成
①［Ｆ１］を押してメインメニューの＜ファイル管理＞に移動する。
②［エンター］を押す。→　＜flashdisk＞と表示される。
③［エンター］を押す。
④［エンター］＋［ｆ（エ）］を押す。　→　＜新しいフォルダ名＞と表示される。
⑤［Ｆ１］＋［Ｆ３］を押して入力モードを＜英語＞に切り替える。
⑥「backup」と入力する。（注１）
⑦［Ｆ１］＋［Ｆ３］を押して入力モードを＜日本語変換＞に戻す。
⑧［エンター］を押す。→　＜backup＞フォルダが作成される。
⑨［スペース］＋［ｚ（マ）］を２回押してメインメニューに戻る。
（注１）日本語で「イアウナハネ」と入力すれば「backup」という英語点字になります。
b）ステップ2：バックアップ
①メインメニューで［下スクロール］を押して＜設定＞に移動する。
②［エンター］を押す。　→　＜時計設定＞と表示される。
③［下スクロール］または［スペース］＋［ ４ ］で＜バックアップ／復旧 オプション＞に移動する。
④［エンター］を押す。　→　＜オプション 1/13 SCHB＞（注１）と表示される。
⑤［Ｆ３］を２回押す。　→　＜バックアップ enter-b＞と表示される。
⑥［エンター］を押す。　→　＜flashdisk＞と表示される。
⑦［エンター］を押す。　→　＜backupフォルダ 1/10＞（注２）と表示される。
　※もし＜backupフォルダ＞と表示されない場合は表示されるまで［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押す。
⑦［スペース］を押す。　→　＜※ backupフォルダ 1/10＞（注３）と表示される。
⑧［エンター］を押す。
　　→　しばらくすると＜バックアップ/復旧 オプション＞と表示される。
⑨［スペース］＋［ｚ（マ）］を押す。　→　＜設定＞メニューに戻る。
（注１）＜SCHB＞はチェックボックスにチェックが入っている状態のことを表しています。
チェックが入っていない状態では＜UCHB＞と表示されます。＜1/13＞の数字は変動します。
（注２）＜1/10＞の数字は変動します。
（注３）液晶ディスプレイには＜選択backupフォルダ 1/10＞と表示されます。

●補足
　電子メールオプションやアドレス帳オプションなどの設定もバックアップすることができます。
ステップ２の操作手順④で、［下スクロール］または［スペース］＋［ ４ ］を押すと＜アドレスマネージャーオプション＞や＜電子メールオプション＞が出てきますので、各項目で［スペース］を押し、＜UCHB＞を＜SCHB＞に変更し、操作手順⑤へ進みます。

(5) 初期設定に戻ってしまった時の復旧(リストア)と　無線LANの設定
オプション設定が初期設定に戻ってしまうと無線LANがオフになってしまい、電子メールの送受信もできなくなります。ここでは、バックアップしたファイルからの復旧（リストア）方法と、無線LANの設定方法について説明します。
a）復旧（リストア）
①メインメニューで［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し＜設定＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜時計設定＞と表示される。
③［下スクロール］または［スペース］＋［４］で＜バックアップ/復旧 オプション＞に移動。
④［エンター］を押す。　→　＜オプション 1/13 SCHB＞（注１）と表示される。
⑤［Ｆ３］を３回押す。　→　＜復旧＞と表示される。
⑥［エンター］を押す。　→　＜flashdisk＞と表示される。
⑦［エンター］を押す。　→　＜backupフォルダ 1/10＞（注２）と表示される。
⑧［スペース］を押す。　→　＜※ backupフォルダ1/10＞（注３）と表示される。
⑨［エンター］を押す。　→　＜復旧中＞ ＜復旧完了＞と進行状況が表示され、しばらくすると＜バックアップ/復旧 オプション＞と表示される。
（注１）＜SCHB＞はチェックボックスにチェックが入っている状態のことを表しています。チェックが入っていない状態では＜UCHB＞と表示されます。＜1/13＞の数字は変動します。
（注２）＜1/10＞の数字は変動します。
（注３）液晶ディスプレイには＜選択backupフォルダ 1/10＞と表示されます。
b）無線LANの設定
①［上スクロール］または［スペース］＋［１］を押し、＜インターネット設定＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜無線LAN 2/7＞と表示。（注）
③［エンター］を押す。　→　＜アクセスポイント＞と表示。
④［Ｆ３］を１回押す。　→　＜詳細＞と表示。
⑤［エンター］を押す。→　＜profile: 登録してあるアクセスポイント＞と表示。
⑥［エンター］を押す。　→　しばらくすると一瞬＜インターネットに接続しました＞と表示。
⑦［スペース］＋［ｚ（マ）］を４回押す。　→　メインメニューの＜設定＞に戻る。
（注）U2ミニの場合は＜LAN 1/5＞と表示されるので、［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押して＜無線LAN 2/5＞を選択してください。

(6) ハードリセット
リセットボタンを押しても改善されない時、以下の手順でハードリセットを実行してください。ただし、ハードリセットを実行するとオプション設定が初期化されてしまいます。ハードリセットを実行後は必ずオプション設定の復旧やネット接続の設定をしてください。
　ブレイルセンス本体の手前にあるオーディオボタンの中の、右向き三角キー（次のトラックボタン）を押しながら、本体後ろにあるリセットボタンを1秒ほど押します。右向き三角キー（次のトラックボタン）はそのまま起動サウンドが流れる（点字が表示される）まで押したままでいてください。起動サウンドが流れたら（点字が表示されたら）右向き三角キー（次のトラックボタン）から指を離してかまいません。
ブレイルセンスが再起動するとメインメニューの＜ファイル管理＞が表示されます。
《次のトラックボタン》

　※ハードリセット後はオプション設定が初期化されるため、音声出力はオンに、無線LANはオフになります。その後はオプション設定の復旧やネット接続の設定を行ってください。

(7) 操作中に電源が切れるトラブル
特にブレイルセンスU2やU2ミニは操作中にフリーズすることがあります。たとえば、二つのアプリが連動して使うような場面ではフリーズしやすいとの報告が上がっています。

考えられる理由は、U2やU2ミニから女性の音声エンジンにSayakaを採用しています。以前のブレイルセンスプラスやオンハンドでの女性の音声エンジンはMisakiを採用していましたが、SayakaはMisakiより重いのでレスポンスに時間がかかることが分かっています。

解決策として、男性の音声エンジンはドキュメントトーカを使用しているため、女性の音声エンジンよりも動きが軽くなります。フリーズすることが多い場合は、音声出力をオフで使用していても男性の音声エンジンに切り替えて使用することを推奨します。

方法は、音声出力をオンの状態で［バックスペース］＋［エンター］＋［ｖ（ヒ）］を押します。［バックスペース］＋［エンター］＋［ｖ（ヒ）］を押すたびに男性音と女性音が交互に切り替わります。

(8) 電子メールが起動しない
メインメニューから＜電子メール＞を選択して［エンター］を押したけれどタイトル一覧が表示されないというトラブルが発生することがあります。そういった場合は、以下の手順で ＜MailInfo.txt＞を削除してください。
①メインメニューで＜ファイル管理＞に移動。
②［エンター］を押す。　→　＜flashdisk＞と表示される。
③［エンター］を押す。　→　＜backup＞と表示される。
④［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し、＜Email＞に移動。
⑤［エンター］を押す。　→　＜pop3＞と表示される。
⑥［エンター］を押す。　→　＜inbox＞と表示される。
⑦［エンター］を押す。　→　メールのデータファイル（英数字の文字列）が表示。
⑧［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し、＜MailInfo.txt＞に移動。
⑨［スペース］＋［ｄ（ル）］を押す。　→　＜MailInfo.txt＞が削除される。
⑩［エンター］を押す。　→　メールのデータファイル（英数字の文字列）が表示。
⑪ブレイルセンスの背面にあるリセットボタンを押す。
　→　しばらくするとメインメニューの＜ファイル管理＞が表示。
⑫［下スクロール］または［スペース］＋［４］を押し、＜電子メール＞を選択。
⑬［エンター］を押す。　→　タイトル一覧が表示される。

(9) バッテリーの交換に注意
電源がオフになっていないにも関わらずバッテリーを本体から抜くと、フラッシュディスクが壊れてしまうことがあります。フラッシュディスクが壊れてしまうと修理に出さなければなりません。電源がオフになっていることを十分確認してからバッテリーを交換するように注意しましょう。

特に気づかないうちにバッテリーが少なくなってブレイルセンスが起動しない時は注意です。微量にバッテリーが残っている時は、電源ボタンをオンにすると点字出力はできないけれど電源が入っている場合もあるようです。しかし、点字出力がされないため、電源が切れていると勘違いしてバッテリーを交換してフラッシュディスクを壊すことになりかねません。よく分からない時はACアダプターを本体に繋いで電源のオンとオフの確認ができます。電源オフを確認できたらバッテリーの交換を行ってください。

　また、U2ミニは少しの衝撃で通電しなくなることがありますので、バッテリーのキーロックは必ずするようにしてください。

[image: C:\Users\Admin\Desktop\U2battery.jpg]
	U2ミニのバッテリー底面にある、ロック・アンロックキー。使用前に	必ずロックになっているか確認しましょう。

(10) データのバックアップについて
万一に備えて、下記のデータの中で扱っているものはSDカード等にバックアップしておくことをお奨めします。データは＜flashdisk＞の中のフォルダにあります。
a）＜address.dat＞　（アドレス帳）　→　保存先は＜database＞フォルダ
b）＜ProfileList.dat＞ （無線LANの設定ファイル）　→　保存先は＜database＞フォルダ
c）＜RSSList.dat＞ （RSSリーダーの登録リストのファイル）
→　保存先は＜program＞フォルダ
d）＜favorites＞ （お気に入り）　→　保存先は＜favorites＞フォルダ
e）＜MySchedule.csv＞（簡単スケジューラのデータ）　→　保存先は＜schedule＞フォルダ

(11) ファームウェアの更新
年に１～２回程度ファームウェアの更新プログラムがリリースされています。これまでのバグが修正されたり、新しい機能が追加されたりしますので、最新のファームウェアに更新することで様々な機能が改善される場合があります。ただし、ファームウェアの更新により新たなバグが発生することもあるため、現状に不具合等が特になければ、しばらく様子を見てから更新することをお奨めします。
ファームウェアの更新にはオンラインとオフラインの二つの方法がありますが、オンラインだとネットの状態が不安定でうまく更新できないことがありますので、オフラインでの更新（以下の手順）をお奨めします。
a）オプション設定や各データのバックアップ
ファームウェアを更新する前に必ず以下のバックアップをすること。
①オプション設定のバックアップ。（P42を参照）
②必要なデータをSDカード等にバックアップ。（上の(9)の項目を参照）
b）ファームウェアの更新
①パソコン等を利用して有限会社エクストラのホームページからファームウェアの更新プログラム（圧縮ファイル）をダウンロードする。
②ダウンロードしたファイルを解凍する。
③解凍したフォルダ内のファイル（2個ないし3個）をSDカードまたはUSBメモリー（注）のルート（フォルダの階層の一番上。SDカードを開いた時に最初に表示されるファイル一覧のこと）にコピーする。
④SDカードまたはUSBメモリーをブレイルセンスに挿しこむ。
⑤ブレイルセンスにACアダプターを挿しこむ。
※ファームウェアの更新時はバッテリーが100％でも必ずACアダプターを使用すること。
⑥メインメニューの＜ユーティリティ＞に移動。
⑦［エンター］を押す。　→　＜電卓＞と表示される。
⑧［下スクロール］または［スペース］＋［４］で＜ブレイルセンス…OSアップグレード＞に移動。
⑨［エンター］を押す。　→　＜アップグレード： オンライン＞と表示される。
⑩［スペース］を押し、＜オフライン＞に変更する。
⑪［エンター］を押す。　→　＜本当にアップデートを行いますか？はい＞と表示される。
⑫［エンター］を押すとアップデートが始まる。
　→　＜ファイル管理＞と表示されるまで待つ。
※更新中は他の操作をしないでください。
※ファームウェアのバージョンを確認するにはメインメニューのところで［スペース］＋［ｖ（ヒ）］を押します。表示を消すには［エスケープ］。
（注）ブレイルセンスU2はSDカードでもUSBメモリーでも使えますが、ブレイルセンスU2ミニはSDカードしか使えません。


●参考
　ファームウェアの更新に失敗してしまうと修理が必要になりますので、なるべく指導者が行うようにしましょう。
　発売元の有限会社エクストラでは3,000円でファームウェアの更新を請け負っています。

(12) センスアプリのインストール
メインメニューの＜プログラム＞には、有限会社エクストラが独自に開発しているセンスシリーズ用追加アプリケーションが入っています。このセンスアプリもファームウェアと同様、年に１～２回程度バグ修正や新しいアプリケーションの追加などで更新プログラムがリリースされることがあります。センスアプリの更新プログラムのインストールは以下のように手動で行います。

①パソコン等を利用して有限会社エクストラのホームページからセンスシリーズ用追加アプリケーションのプログラム（圧縮ファイル）をダウンロードする。
②ダウンロードしたファイルを解凍する。
③解凍したフォルダ内に＜brldic＞と＜program＞というフォルダと＜UserMenu.ini＞というファイルが入っているので、それらをSDカードのルート（フォルダの階層の一番上。SDカードを開いた時に最初に表示されるファイル一覧のこと）にコピーする。
④SDカードをブレイルセンスに挿しこむ。
⑤＜brldic＞と＜program＞をブレイルセンスの＜flashdisk＞のルートにコピーする。
⑥＜UserMenu.ini＞をブレイルセンスの＜database＞フォルダ内にコピーする。
⑦ハードリセットを行う。
※ハードリセットの実行後はオプション設定等の復旧を行ってください。

(13) フォーマット
これまで紹介したことを実行しても改善されない時は、フォーマットを試してください。なお、フォーマットを実行すると購入出荷時に戻りますので、実行後はセンスシリーズ用追加アプリケーションをインストールする必要があります。フォーマットはユーティリティの中にあります。
もしフォーマットしても直らなければ修理となります。
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